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水 稲 
 水管理 

 中干しを実施しているところは直ちに、入水を始めてください。 

幼穂形成期から減数分裂期までは、幼穂を低温から保護することにより、小胞子（花粉のも

と）の分化が促進され、障害不稔を防止または軽減できます。 

■ 幼穂形成期前後は水温を確保する 

４～６cmの水深で管理し、減数分裂期に向けて１０cmの水深にしてください。 

■ 減数分裂期前後は深水管理を実施する 

低温が予想される場合は、１０cm以上の水深を確保してください。 

１７℃以下の低温が予想される場合は、１５cm以上の深水としてください。 

■ 水温の上昇を図るため、早朝にかんがいすることとし、日中は止水としてください。 

  特に用水の水温が低い地域では、入水後の水温が上昇しにくいため、今から徐々に水深を深

くすることが必要です。減数分裂期に入る前から水深を深くすることで、入水時の冷たい用水

の影響を緩和する効果もあります。 

■ 畦畔からの漏水がないよう、点検・補修してください。 

■ 深水管理には大量の用水を必要とします。土地改良区等と連携の上、公平かつ有効な用水

の配分が出来るよう、計画的に地域で取り組むようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低温傾向が続きます。深水管理の徹底を！ 

■ 東北地方１か月予報（７月11日 仙台管区気象台 発表）：東北太平洋側では、期間のはじめ

（７月13日～19日）は日照時間が少なく、気温の低い状態が続く見込みです。 
■ 県内の水稲は現在、各地で幼穂形成期に入り、これから低温に最も弱い減数分裂期を迎えます。

障害不稔の発生を防止するため、深水管理を実施して低温から幼穂を保護してください。 

図１ 中干し後の水管理の模式図 



 

 

 

 

 追肥 

■ 窒素追肥により、低温の影響を受けやすくなります。到達しつつある幼穂形成期に低温が予

想されていることから、主な品種は表１により追肥実施を判断してください。 

■ 耐冷性の強くない品種（トヨニシキ、ササニシキ、ぎんおとめ、結の香、ヒメノモチ、こが

ねもち）では、葉色がしっかり低下した場合以外は、追肥は延期しましょう。 

 

表 1 品種別 追肥の基本方針 

品種 時期 追肥窒素量 

いわてっこ 幼穂形成期 

低温遭遇時には減数分裂期 

1～2kg 内で加減 

低温継続時には減らすか見送る 

あきたこまち 幼穂形成期 

低温遭遇時には減数分裂期 

上限 2kg 内で加減 

低温継続時には減らすか見送る 

銀河のしずく 幼穂形成期 1kg を基準に加減 

低温継続時には見送る 

どんぴしゃり 幼穂形成期 

低温遭遇時には減数分裂期 

1～2kg 内で加減 

低温継続時には減らすか見送る 

ひとめぼれ 幼穂形成期 

退色遅れれば減数分裂期 

上限 2kg 内で加減 

低温継続時には減らすか見送る 

金色の風 減数分裂期 上限 2kg 内で加減 

低温継続時には減らすか見送る 

 

 

 

 いもち病防除 

 

葉いもちの初発が確認されました。いもち病の発生に適した天候が続く見込みとなっていま

すので、早期発見に努め、防除対策を講じましょう。詳しくは農作物病害虫防除速報№７水

稲編－３（岩手県病害虫防除所 令和元年７月10日発表）をご覧下さい。(いわてアグリベ

ンチャーネット https://i-agri.net/Index/gate003 ) 

 

■ 感染好適条件は県中南部で６月20日以降出現しており、今後広域的な葉いもちの発生が懸念

されます。 

■ 県内では６月28日以降日照不足が続き、今後２週間程度は平年に比べて日照時間も少なく、

気温も低い見込みとなっています。 

■ 葉いもち予防粒剤（箱粒剤、水面施用剤、投げ込み施用剤）を使用した圃場でも発生するこ

とがあります。よく観察して発病を確認したら、すぐに茎葉散布を行いましょう。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

表２ 品種別・地域別の生育ステージ予測（生育診断予察圃データより） 

地区名 品種名 移植期

(⽉⽇) (葉) ＋2℃ ±0℃ ー2℃ ＋2℃ ±0℃ ー2℃ ＋2℃ ±0℃ ー2℃
い わ て っ こ 05/21 2.9 7/8 7/8 7/8 7/21 7/23 7/26 7/31 8/2 8/5
あ き た こ ま ち 05/21 3.2 7/13 7/13 7/14 7/23 7/25 7/29 8/2 8/4 8/8
銀 河 の し ず く 05/21 3.0 7/13 7/13 7/14 7/24 7/27 8/1 8/3 8/6 8/11
ひ と め ぼ れ 05/20 3.2 7/16 7/16 7/18 7/26 7/28 8/3 8/5 8/7 8/13
い わ て っ こ 05/20 3.0 7/10 7/10 7/10 7/23 7/25 7/28 8/2 8/4 8/7
あ き た こ ま ち 05/21 3.1 7/15 7/15 7/16 7/25 7/26 7/30 8/4 8/5 8/9
銀 河 の し ず く 05/15 2.1 7/8 7/20 7/23 7/27 7/30 8/2 8/6
ど ん ぴ し ゃ り 05/15 2.3 7/9 7/20 7/22 7/27 7/30 8/1 8/6
ひ と め ぼ れ 05/14 2.8 7/13 7/13 7/14 7/23 7/25 7/29 8/2 8/4 8/8
⾦ ⾊ の ⾵ 05/13 2.6 7/14 7/14 7/15 7/24 7/26 7/30 8/3 8/5 8/9
参考あきたこまち 05/15 2.7 7/8 7/18 7/24 7/24 7/28 8/3 8/3
あ き た こ ま ち 05/15 3.0 7/11 7/11 7/11 7/22 7/24 7/28 8/1 8/3 8/7
銀 河 の し ず く 05/13 2.6 7/14 7/15 7/16 7/26 7/29 8/5 8/5 8/8 8/15
ど ん ぴ し ゃ り 05/14 2.4 7/17 7/18 7/20 7/30 8/1 8/9 8/9 8/11 8/19
ひ と め ぼ れ 05/13 2.9 7/17 7/18 7/19 7/27 7/30 8/5 8/6 8/9 8/15

北 部 い わ て っ こ 05/21 3.2 7/10 7/10 7/10 7/24 7/25 7/29 8/3 8/4 8/8
北上川上流 05/21 3.1 7/12 7/12 7/12 7/23 7/25 7/29 8/2 8/4 8/8
北上川下流 05/16 2.7 7/12 7/12 7/13 7/23 7/25 7/29 8/2 8/4 8/8
東    部 05/14 2.8 7/13 7/14 7/15 7/25 7/27 8/2 8/4 8/6 8/12
北   部 05/22 3.0 7/10 7/10 7/10 7/24 7/25 7/29 8/3 8/4 8/8

県全体 05/18 3.0 7/12 7/12 7/13 7/23 7/25 7/29 8/2 8/4 8/8

平年の⽇平均気温

地帯別集
計

東 部

北上川
下流

北上川
上流

平年の⽇平均気温 平年の⽇平均気温
移植時
葉齢

幼穂形成期（⽉／⽇） 減数分裂期（⽉／⽇） 出穂期（⽉／⽇）

 

※ 参考あきたこまち：農業研究センター作況圃のデータを使用 

注）データは7月11日時点での予測値（気温が平年よりも2℃低い場合と高い場合で範囲を設定）。 

  減数分裂期～出穂期を10日とした。 

 

 

野 菜 
 草勢維持管理・病害虫防除を徹底しましょう 

■ 夏秋きゅうりは、曲がり果や尻太果などを摘果し、草勢の維持・回復を図ります。低温時

   の草勢維持と病害の蔓延防止のためには、摘葉を基本とし、整枝は控え目とします。 

病害では、斑点細菌病・べと病等を重点的に防除しましょう。 

■ ハウス果菜類は、生育量の増大とともに通風が不良になってきますので、整枝や遮光資材

を外すなどして採光を図るとともに、くん煙剤等の利用など効率的な防除を行いましょう。

なお、病害発生時は、保温よりも換気を行ってハウス内の湿度を下げることを優先してくだ

さい。また、草勢に応じてかん水・追肥を実施してください。 

■ レタスやキャベツなど露地葉菜類では、曇雨天が予測される時は薬剤の散布間隔を基準よ

りやや詰め、散布のタイミングを逃がさないように注意することが必要です。ねぎはべと病

等の防除に加え、軟腐病の発生が懸念される圃場では薬剤による予防散布を実施するととも

に、過度の土寄せをしないように注意してください。 

■ 雨よけほうれんそうはハウス内の通風を良くしてべと病の発生を防止し、軟弱徒長となら

ないように注意します。また、密植部分は早めに間引いて株間を広めにし、１株重量の増加

を図ります。 


